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はじめに 

＜パタパタモードくん＞ビュープリントは、パタパタモードくん CAD システムで作成した

ファイルをそのまま読み込み、出力することを目的としたソフトウェアです。パタパタモ

ードくん CAD システム以外で作成したファイルは、TIIP DXF または DXF 形式に変換す

ることで、ファイル読み込みと出力ができます。また、オプション申し込みをすると、マ

ーキングソフトが 1 ヶ月単位（3,150 円）で利用できます。 
このマニュアルには、ビュープリントで使用できる機能の操作方法と、オプションのマー

キングソフトの操作方法が記載されています。 
 

＜基本操作について＞ 

◆＜パタパタモードくん＞を起動する 
  起動の仕方は以下の２通りです。 
 
１．＜パタパタモードくん＞のアイコンをダブルクリックします。 
 ＜アイコンのイメージ＞ 

 
 

２．「スタート」→「プログラム」→「パタパタモードくん」をクリックします。 

 

①スタートボタンを押す 

②プログラムを押す 

③パタパタモードくんを押す。 
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●メインウインドウ 
・ ＜パタパタモードくん＞ビュープリントを起動した状態です。 

 

●各画面の説明 
○メニューバー・・・コマンドを選択して実行できます。操作については後の「コマン

ド実行の方法」で説明します。 
 グレーで表示されているコマンドは、コマンド名と説明のみ表示

されますが、ビュープリントでは使用できません。 
○作図領域・・・実際に図面が描かれる領域です。この領域はズーム機能を利用するこ

とにより図面全体から細部まで自由な表示範囲を選ぶことができます。 
○ツールバー・・・よく使われるコマンドがボタン化されています。ボタンをクリック

すると、それぞれのコマンドを実行できます。 
 グレーで表示されているコマンドは、コマンド名と説明のみ表示さ

れますが、ビュープリントでは使用できません。 
 
○基準点・・・画面の基点（0,0）と XY の方向を表示しています。プロッタ出力範囲の  

時に原点になります。 
○入力ウインドウ・・・長さや座標値といった数値を入力できます。 
○ガイダンス・・・コマンドの内容や、次の操作手順、現在の状態などを表示します。 

共通 
ツールバー 

修正 
ツールバー 

作図 
ツールバー 基準点 

入力ウインドウガイダンス ストップアイコン 

メニューバー 

作図領域 
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○ストップアイコン・・・ここを押すと、コマンドを途中でキャンセルできます。 
                          キーボードの「ESC キー」を押しても同様にキャンセルでき 

ます。 
● マウスを動かしてみる 
作図領域内でマウスを適当に動かしてみましょう。作図領域内では十字形のカーソルが表

示されます。 

 
 
● マウスボタンの操作方法 
＜パタパタモードくん＞では 
マウスの左ボタン、右ボタンの 
両方を使用して操作します。 
マウス操作には次の４つがあり 
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

カーソル（作図領域

内の場合） 

カーソル（メニューバー・

ツールバー上にある場合）

操作名                 操作方法                     用途 
クリック       左ボタンを１回だけ押す           位置の指定・図形の指定 
                                                コマンド・メニューの指定 
右クリック     右ボタンを１回だけ押す           選択した線の決定 
ドラッグ       左ボタンを押した状態でマウスを   図形の移動・位置の移動 
               移動し、最後にボタンを離す 
ダブルクリック 左ボタンをすばやく２回押す       アプリケーションの起動 

左ボタン 右ボタン 



 

はじめに  －4 

● コマンド（機能）実行の方法 
コマンドを実行するためには、以下の２通りの方法があります。 
 
１．メニューバーからコマンドを選択する。 

コマンドはグループに分けてメニューに登録されています。メニューバーのメニュー

をクリックすると、プルダウンメニューが表示されます。希望するコマンドをクリッ

クして選択します。 

 

 
２．アイコンをクリックする。 

よく使うコマンドがすでにボタン化されているものを「アイコン」と言います。この

アイコンをクリックすると、そのボタンに割り当てられたコマンドが実行されます。 

 

※その他一部の機能ではキーボードからの実行も可能です。 
 

メニューバーから「修正」→

「移動/コピー」→「移動」の

順にクリックする。 

メニューの右端にある   印はま

だ先にメニューがあることを示

します。 

アイコンの上にカーソルを

しばらく置くと、そのボタ

ンの名前が表示されます。 

アイコンの上にカーソルを置くと、そのボタン

の機能の内容説明が表示されます。 

アイコン 
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●作図操作をはじめる前に 
  ＜間違った操作をしたり、途中でわからなくなった時は・・＞ 
 
心配ご無用です。 
間違った操作をしてしまった時には画面の下方にある「ストップアイコン」をクリックす

るか、キーボードの「ESC キー」を押します。コマンドはその時点でキャンセルされ、＜

パタパタモードくん＞は次のコマンド待ちの状態になります。 
 
また、間違った作図結果を取り消す場合は「一回元に戻す」という意味の「UNDO」ボタ

ンをクリックします。（または「Ctrl＋Z」を入力します。これは「Ctrl キーを押しながら Z
を入力する」という意味です。） 
この操作で直前に入力された結果を取り消すことができます。 
 

 
 
※注意！！ 
  ＜パタパタモードくん＞では UNDO は１手順分ではなく、１メニュー分戻ります。 
 ですので、いくつか作業している時に UNDO をすると、作業する前に戻ってしまうので 
 注意してください。 
 
 
 
 
 

一回もとに戻す場合は

「UNDO」を押すか、 
または 
「Ctrl＋Z」を入力する

今している操作を中止したい場合は

「ストップアイコン」を押すか、 
または 
「Esc」キーを押す 
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画面の表示操作方法 

 
＜パタパタモードくん＞での主な５つの表示方法を紹介します。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

１）すべてのパーツを

画面全体に表示する 
（全表示） 

２）部分的に拡大する 
（指定領域拡大） 

３）位置を少し動かしたい 
（リアルタイムパン） 

４）大きさを少し変えたい 
（リアルタイムズーム） 

５）実寸大で表示したい

（倍率指定 100％） 
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全表示のアイコン          をクリックします 

 

 
 

 

１）すべてのパーツを画面全体に表示する（全表示） 

すべてのパーツ（線）が表示された 

部分的に拡大表示されている 
のが・・・ 
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①指定領域拡大のアイコン           をクリックします 
 

 

 

 

２）部分的に拡大する（指定領域拡大） 

１点目をクリック 

２点目をクリック 

クリックした部分が

拡大表示された 



 

画面の表示操作方法  －9 

 
 
 
位置を見た目で動かしたい場合（リアルタイムパンといいます）キーボードの Shift キー

を押しながら、マウスの右ボタンを押しながら動かす（ドラッグ）と、カーソルが手の

形になり、画面を動かすことができます。 
 

 

 

 

３）位置を少し動かしたい（リアルタイムパン） 

Shift キー＋マウスの右ボタンを

押しながらマウスを動かすと・・ 

カーソルが手の形に変わり、画面を

移動させることができます 
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表示の大きさを見た目で大きくしたり、小さくしたりしたい場合（リアルタイムズームと

いいます）キーボードの Ctrl キーを押しながら、マウスの右ボタンを押しながら動か

す（ドラッグ）と、カーソルが虫眼鏡の形になり、表示の拡大・縮小ができます。 
 

 

 

   

 
 
使っているマウスが「インテリマウス」と呼ばれる 
真ん中にスクロールボタンの付いているタイプ  
であれば、ボタンを回転させることでも 
拡大・縮小表示ができます。                                    

４）大きさを少し変えたい（リアルタイムズーム） 

Ctrl キー＋マウスの右ボタンを

押しながらマウスを動かすと・・ 

上に動かすと縮小 

下に動かすと拡大 

縮小 拡大 

ポイント 

ココ
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パターンは画面の中で、実寸大で描かれていますが、表示を実寸大にしたい時（100％表示）

はキーボードの Ctrl キーと F キーを同時に押すと、設定に応じて実物大に表示できます。 
 

 
 

 
 
 
 
 

５）実寸大で表示したい（倍率指定 100％） 

Ctrl キー＋F キーを押すと・・ 

実寸大で表示された 

注意① 
拡大される位置は画面

の中心部です。 

注意② 
画面の大きさは「ツール」→「システム設定」→「モニタサイズ」で 
設定してください 
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●共通コマンド（ファイル～ツール） 

＜パタパタモードくん＞の特徴の一つとして、「画面を切り替えることで作業内容を変更で

きる」というものがあります。例えばパターンメーキングからグレーディングへ移る時に

アイコンをクリックするだけで、画面を切り替えて作業を続けることができます。これに

より、別ソフトを起動させてファイル操作をする必要がなく、１つのスタイルに対して１

つのファイルを管理すれば良いのです。 
作業内容を変更すると同時にメニューも切り替わるのですが、作業画面が変わっても切り

替わらないメニューがあります。それが「共通コマンド」と呼ばれるメニューです。これ

らはファイルを保存したり、拡大表示したり、長さを測ったりと、どんな画面でも利用で

きるメニューになります。 
ファイル、編集、表示、パーツ、ツール がそれにあたります。 
この章では、共通コマンドのメニューについての機能を説明いたします。 
 
● ファイル（F） 
◆開く（ショートカットは Ctrl+O ） 

作成されたファイルを開く 
「ファイル」→「開く」 
図面ファイルのダイアログボックスが表示され、開きたい図面のあるドライブ、 
ディレクトリ、ファイル名を選択し、確定ボタンをクリックする 
ファイル名をクリックした際、選択したファイルをプレビュー画面で確認できる。 
（ファイルの指定の仕方は通常の windows 操作と同じものとする。） 
 

＜ダイアログのイメージ＞ 

 
 
 
詳細ボタンを押すと下記のダイアログが表示され、製品番号、ブランド名、品名、 
作者名が表示される。（ここでは表示のみ）閉じるボタンでウインドウを閉じる。 

選択したファイルのプレビュー

が表示される
詳細をクリックする ファイルを指定

する 
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◆検索 
作成したファイルを検索する 
「ファイル」→「検索」 
ダイアログボックスが開く。検索したい項目のタブをクリックし、検索事項をそれぞれ 
入力。検索実行ボタンを押すと検索結果一覧表が表示される。開きたいファイルを選択 
し、OK ボタンを押し、開くボタンを押すとファイルが開く。 
 
＜ダイアログのイメージ＞ 

 

 

 
上記の検索項目に必要事項を入力し、検索実行のボタンを押すと下記の検索結果 
一覧表が表示される。 

ファイル名、作成日、ド

ライブやフォルダから

検索する場合 
（プルダウンで選択で

き、作成日も範囲選択が

可能） 

製品番号、ブランド名、

品名、作成者名から検索

（プルダウンで選択 
できる） 

基本サイズの仕上がり寸法

値から検索 
（項目はプルダウンで選択

でき、数値も範囲選択が可

能） 
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・ 検索項目に該当するファイルが一覧で表示される。 
・ ファイルを選択するとプレビュー画面にて確認ができ、選択したいファイルを開

く場合は OK ボタンを押す。 
・ 元の検索の画面に戻り、開くボタンを押すと選択したファイルを開くことができ

る。 
 
◆印刷プレビュー 
 印刷した時の状態を表示する。 
「ファイル」→「印刷プレビュー」 
下記のダイアログボックスが表示される。 

 
プレビュー画面イメージ 

 

印刷可能範囲 
（用紙サイズ） 
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「印刷」・・・プリント開始。 
「プリンタ設定」・・・プリンタの選択や、用紙サイズの変更などができる。 
「範囲指定」・・・プリントできる範囲（用紙サイズ）を表示し、クリックした位置の範囲 

を出力できる。 
マウスのスクロールボタンを動かすと倍率の変更ができる。 

「倍率指定」・・・倍率を変更できる。 
「閉じる」・・・プレビュー画面を閉じる。 
 

※ 印刷設定は「プリンタの設定」のコマンドでも行うことができる。 
※ 左にある表示のツールバーでアイコンをクリックして、表示の大きさを変えること

も可能（グレーになっているものは使用不可） 
 
◆印刷（ショートカットは Ctrl+P ） 
 図面をプリントアウトする。 
「ファイル」→「印刷」 
プレビュー画面に切り替わり、確認のメッセージが出るので「はい」を押す。 

 
ダイアログ画面イメージ 

 
 

プリント出力の

範囲 

確認のメッセージが出るので

よければ「はい」を押す 
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◆パズルプリント 
１．｢パズルプリント｣アイコンをクリックし 出力したい範囲を囲む 
ように 2 点クリックして選択し、右クリックして｢ＯＫ｣を押す。 
ワサの箇所がある場合は、展開するかどうかの確認ダイアログが表示 
されるので、｢はい｣か｢いいえ｣をクリックすると、印刷プレビューが表示される。 
 

                
２．印刷プレビュー画面が表示されます。 

 
 
 
 
 

 

１．設定した用紙サイズ

にしたがってガイドライ

ンが表示されています。 

３．全て選択出来たら 
｢印刷｣をクリック。 

 

選んだパーツの色が反転

するので、右クリックして

リストを表示し「OK」 
で選択。 

２．プリンター設定画面 
用紙サイズ・向きを 
選択することが出来る。 

プリントしたい

範囲を選ぶ 

1.クリック 

2.クリック 
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Job 名                 余白に印字される 
マップ作成             全体の配置を表示した図の出力の有無 
空ページスキップ       パターンがかかっていないページを飛ばして印刷の有無 
印刷範囲               ｢すべて｣出力するか、 

「ページ指定」で印刷したいページのみ指定出力 
 

３．｢OK｣を選ぶとプリンタから印刷された用紙が出力されます。 
出力された用紙に切り貼りする枠が点線で印刷され、余白には Job 名ページ番号が書き

込まれています。｢マップ｣などを参考にしながら、ページ番号順に並べて点線を基準に

重ね貼り合わせると実寸大のパターンが完成します。 
 
◆プロッタ出力 
 プロッタ出力を行う。 
「ファイル」→「プロッタ出力」をクリックする。 

 

使用するプロッタ名を

選択する 

よければ OK を押す 
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プロッタ出力の範囲 

 
XY 平面のマークを基準にして、右上にある要素の中で、用紙に入る部分のみを出力します。 
用紙サイズの四角を作成して、出力したい要素を枠内に入れるように配置してから、プロ

ッタ出力ボタンを押してください。 
 
※四角を書く場合、1 点目は、クリックせずに、入力ウインドー内に 

(0,0) ゼロ コンマ ゼロと入力し、エンターを押すと、XY 平面マーク上にポイントを

乗せることができます。

XY 平面マーク 

用紙の巾 

用紙の長さ 
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◆マーキングプロッタ出力 
 
※ マーキングプロッタ出力とは 
パーツ、サイズを選択し、自動で用紙範囲内にパーツを配置してプロッタ出力できる機能 
 
※ 「プロッタ出力」と 「マーキングプロッタ出力」との比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 操作方法 
１）マーキングプロッタ出力のメニューをクリックする。 
    または、アイコンをクリックする。 

 
 

プロッタ出力 マーキングプロッタ出力 

・ 出力範囲→非表示 
（用紙サイズの四角を書いて、 
手動で配置） 

・ パーツ配置→手動 
（「移動」メニューを利用） 

・ 出力サイズ→手動で切替えが必要

・ ワサ展開→内部線が描かれない 
・ 地の目→縫代の外まで突き抜ける

                         など 

・ 出力範囲→プレビュー画面表示 
（自動で余白まで表示） 

・ パーツ配置→自動または手動 
（選択可。また、配置後に設定変更

して再配置できる。） 
・ 出力サイズ→選択して表示できる 
・ ワサ展開→内部線を描ける 
・ ワサの中心線→縫代まで延長。 
・ 地の目→縫代まででカットする 
                         など 

 

マーキングプロッタ

出力アイコン 
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２）プロッタレイアウトの画面が表示される。（下図） 
必要な項目に数値を入力したり、チェックボックスをクリックして、配置したいパー

ツやサイズ、状態を選択する。（手順は１～７） 
 

 
 
 
 
 

  

1.用紙の幅、長さを入力する。 
  ※長さは 1200～2000mm 程度が推奨 

2.パーツ間の間隔を入

力する。 

3. 余白の

幅を入力

する。 

8.すべての項目に

入力ができたら、

自動配置または

手動配置を選択

する。 

4.出力サイズを選択する。 
全サイズ指定する場合は 

「全て選択」をクリックする。 
（再度クリックすると解除される）

5.出力パーツを選択する。 
全パーツ指定する場合は 

「全て選択」をクリックする。 
（再度クリックすると解除される）

6.パーツ名の表示・非表示、ワサの展開、ワ

サ展開時の内部線の表示・非表示を設定す

る。 

7.マーキング設定またはコピー設定の

いずれかを指定する。必要に応じて「横

にする」「重ね書き」にチェックをつけ

る。 
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３）「プロッタ出力ビュー」画面に移動する。（下図） 
    一部拡大された状態で表示されているので、まず、「全表示」のアイコンをクリックす

る。 

 
 

 

全表示アイコンをク

リックする。 

配置した 
画面が 
表示された 
(自動配置）
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４）そのままの配置でよければ、「プロッター出力」ボタンを押す。 
    プロッタ出力の画面が表示されるので、出力したいページを選択する。パーツカット

の有無はプロッタ設定のボタンをクリックして指定する。全て選択できたら印刷ボタンを

押す。 
     

 

 
プロッタ出力画面拡大図 

 

 
 
 
 

プロッタ出力ボタンを押すと・・ 

プロッタ出力の画面が表示される。 

出力したいページを指定する 
（全ページ、または開始－終了ページ

の指定） 

全て選択できたら

印刷ボタンを押す 

ペン番号の設定をする時は 
「プロッタ設定」ボタンを押

すと「プロッタ設定」画面が

表示される。（「ツール」内の

「システム設定」の中の「プ

ロッタ」と同じ） 
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備考：プロッタ設定画面 

 
 
※ パーツを移動する場合（１） 

 

 

ペン番号を設定し、外周線

をカットするかしないかを

指定する。 

1.「移動」ボタンを押す。 

2.移動したいパーツを

クリックする 3.移動先をクリックする。 
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※ パーツを移動する（２） 

 
 

 

1.「矩形移動」ボタンを押す 

2.２点をクリックし、範囲指定する。

（右クリックでの確定ではない） 

3.移動先をクリックする。 
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※ パーツを回転する場合 

 

 
※ 再度設定し直す場合 

 

1.「回転」ボタンをクリックする 

2.回転したいパーツを

クリックする 

3.案内線が表示されるので、 
  配置したい位置でクリックする。

この時、Ctrl キーを押しながら回

転されると４５°ずつ回転する。

「再設定」ボタンを押すと 
設定画面が表示されるので、 
変更したい項目を変える。 
変更後、再度「自動配置」または

「手動配置」をクリックする。 
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※ 手動配置の場合 

 
 

 

手動でパーツを

配置したい場合

は「手動配置」

のボタンを押す

用紙サイズが下に表示され、

パーツが上に展開された。 
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※ コピー設定の場合（コピー設定とは画面通りの配置をいったん表示し、出力する設定の

こと） 

 

最初、用紙は１枚分が表示されてい

るが、パーツを配置してゆくと次々

と自動的に増えていく 

パーツの配置は「移動」や「矩形移動」

などを使って行う。 
すべて配置できたら「プロッタ出力」

のボタンを押す。 

コピー設定にする場合、

ここの「コピー設定」と

いうボタンを押す 
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※すべてのパーツを横にして配置したい場合 

 

各サイズ画面通りの配置で 
表示された 

必要ならば、「移動」や「矩形移動」などを

使って配置を変更し、「プロッター出力」の

ボタンを押す。 

Option の「横にする」

にチェックをつける。

マーキング設定でも 
配置設定でも使用 
できる 
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※ 重ね書きで出力する。 

 

パーツがすべて横向きで

配置された。 

コピー設定の時しか重

ね書きできない。 

注意：重ね書きの時は縫代でカットしないよう、

出力前にペン番号の設定を必ずご確認ください。

重ね書きにチェックを

つける。 
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※プロッタープレビュー画面を終了する。（元の画面に戻る） 

 

「閉じる」ボタンをクリックする。 

重ね書きで表示された。 
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◆プリンタの設定 
 プリンタの設定を行う 
「ファイル」→「プリンタの設定」 
ダイアログが表示されるので、必要な設定をし、OK ボタンを押す。 

 
＜ダイアログのイメージ＞ 

 
 

・ プリンタ名・・・出力したいプリンタ、プロッタ名をプルダウンから選択する。 
・ 用紙サイズ・・・出力したい用紙をプルダウンから選択する。 
・ 印刷の向き・・・印刷の向き（縦・横）いずれかを指定する。 

 
  ※プリンタ名のところに、出力したいプリンタ名、プロッタ名がない場合は、 
    「スタート」→「設定」→「プリンタ」を選び、「プリンタ追加」のアイコンをダブル 
     クリックして、指示に従って追加する。 
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◆インポート（TIIPDXF 入力、DXF 入力、） 
TIIPDXF 形式、DXF 形式のファイルを＜パタパタモードくん＞の画面上に読み込む。 
「ファイル」→「インポート」→「TIIPDXF 入力」（「DXF 入力」） 
すでにファイルを開いている状態の場合、下記のようなダイアログボックスが表示され

るので、画面をクリアするかどうかを選択する。 
 
＜ダイアログのイメージ＞ 

 
ダイアログが表示されるので、入力したいファイルを選択し、OK ボタンをクリックすると 
＜パタパタモードくん＞形式のファイル（＊.pmf）に変換され、ファイルが開く。 
 
＜ダイアログイメージ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ TIIP DXF とは 
異なるメーカー同士の CAD データに互換性を持たせるため、開発された

中間ファイル形式のこと。 
現在、東レ、旭化成、島精機、ユカ＆アルファ、レクトラなどのパソコン

版ソフトでは標準装備されている場合が多い。 
この機能により、他メーカーの CAD で作成したファイルの読込みや、＜

パタパタモードくん＞で作成したファイルを他メーカーの CAD で読み込

みが可能になった。 

※ DXF とは 
Auto CAD など、他の一般的な CAD ソフトや Illustrator での中間ファイ

ル形式のこと 
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◆エクスポート（TIIPDXF 出力、DXF 出力） 
それぞれの形式に変換した状態で＜パタパタモードくん＞のファイルを出力する。 
「ファイル」→「エクスポート」→「TIIPDXF 出力」（「DXF 出力」） 

 操作方法は「別名をつけて保存」とほぼ同じ。 
 
＜保存画面イメージ＞ 

 

 
◆作業内容を変更する 

パターンメーキング、縫代付け、パラメトリック、グレーディング、マーキングといっ

た作業内容を変更したい場合、各アイコンをクリックすると、コマンドメニューが切り

替わる。 
※「突き合わせ」「ダーツ修正」の際に「線編集」の画面に切り替わった後、元に戻す時

もこの機能を使う。 
＜各機能のアイコン＞ 
 
 
 

パターンメーキング   縫代付け      パラメトリック  グレーディング   マーキング 
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● 編集（E） 
◆UNDO（ショートカットは Ctrl+Z ） 

実行されたコマンドを実行前に戻す。 
「編集」→「UNDO」 

 
◆REDO（ショートカットは Ctrl+Y ） 

UNDO で復帰された状態から、もう一度コマンドを実行した状態に進む。 
「編集」→「REDO」 
 

 UNDO・REDO はともに１回のみ有効。 
 実行は 1 メニュー分まとめて戻る。（１手順分ではありません） 

 
 
● 表示（V） 
◆再描画（ショートカットは Ctrl+R ） 

図面を再描画し、残っている余分な線を消去する。 
「表示」→「再描画」 
 

◆全表示（ショートカットは Home キー） 
図形の全体を表示する。 
「表示」→「全表示」 
 

◆指定領域拡大 
指定した範囲を画面いっぱいに拡大表示する。 
「表示」→「指定領域拡大」 
 

◆画面移動 
クリックした位置が画面の中心にくる。 
「表示」→「画面移動」 
※続けて何回でもできる。 
※（Shift キー＋右ドラッグ）でカーソルが手の形になり、リアルタイムで画面を動かす

ことができる。 
 
◆XY 平面（ショートカットは Shift キー+Home ） 

X 方向・Y 方向を水平・垂直に整える。 
「表示」→「XY 平面」 
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◆倍率指定（100％のショートカットは  Ctrl キー＋F ） 
  表示倍率を指定する。100％は実寸大の表示になる。 
  ※ ５０、７５、１００、２００、４００ ％の倍率が選択できる。 
  ※モニターの解像度から、大きさを判別するため「ツール」→「システム設定」→ 

「モニタサイズ」で使用しているモニターの大きさを入力し、設定する。 
 
◆＋＋／－－ ＜ズーム＞ （ショートカットは PageUp／PageDown ） 

（++）で拡大表示、（--）で縮小表示できる。 
「表示」→「＋＋」（「－－」） 
※続けて拡大（縮小）できる。 
※（Ctrl キー＋右ドラッグ）でリアルタイムズームができる。 
 右へ移動→縮小、左へ移動→拡大。 

 
◆前画面表示 

現在表示している画面の直前の画面を表示する。 
「表示」→「前画面表示」 

 ファイルを開いた直後など、直前の画面がない場合は変化しない。 
 複数回可能 

 
◆構成点表示（ショートカットは Ctrl+D ） 

現在表示しているラインの構成点を表示／非表示の切り替えをする。 
「表示」→「構成点表示」 

 
◆ワサ展開 
  ワサ指定しているパーツをワサ展開した状態で表示する。 
  「表示」→「ワサ展開」 
 
  ※展開はイメージのプレビューであり、他のメニューに入ると消えてしまう。 
 
◆パーツ情報（マーキングオプション利用ユーザのみ使用可能） 
パーツの情報を表示し、パーツ名を編集できる。 
「表示」→「パーツ情報」 
パーツをクリックするとダイアログボックスが開き、パーツ情報が表示される。情報内

容を確認し、変更・修正があれば内容を編集して OK ボタンを押す。 
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＜ダイアログのイメージ＞ 

 
 
 
 
 
情報内容 
・パーツ分類（パターン、翻訳語、JIS 記号、仕様図）（表示のみ） 
・パーツ名（変更可能。プルダウンより選択も可能） 
・パーツ枚数（変更可能） 
・面積（ｃ㎡）（表示のみ） 
・配置調整（チェックをつけていると、OK ボタンを押した後にパーツ名を再配置できる） 
 
◆表示サイズ変更 グレーディング 18 ページ参照 
 
◆ツールバー 

ツールバーの表示・非表示の切り換えを行う。 
「表示」→「ツールバー」をクリックする。 
ダイアログボックスが表示されるので、作業画面に表示させたいツールバーのチェック

ボックスにチェックを入れ（クリックで ON・OFF 切り替え）OK ボタンを押す。 

 

ここにチェックを付けると、パーツ

名の大きさや配置を再度変更する

ことができる 

パーツ名変更 

枚数変更 
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●ツール（T） 
◆距離計測 
２点間の線の長さとＸＹの座標値を測定します。 
「ツール」→「距離計測」 
計測したい２点を指示すると赤い点で２点が表示され、ダイアログボックスが開き、X、 
Y、２点間の直線距離を表示する。 
右クリックで合計値が表示される。 

 
 

＜ダイアログボックスのイメージ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※表示されたダイアログボックスは、コマンドが終了しても画面に残る。 
（消すときは OK ボタンを押す。） 

※小数点第１位まで表示される。 
※ボックスが開いている間、最後に選択した点が、ハイライト表示されている。（赤点） 
※テキストウインドを閉じると同時にハイライト表示は消える。 

 

X 

Y 

距離 
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◆長さ計測 
端点―端点、端点―ノッチ、ノッチ―ノッチの線分の実長を計測する。 
「ツール」→「長さ計測」 
 
 
          A 

  
 
       B 
 
 
 
＜ダイアログボックスのイメージ＞ 

 
※表示されたダイアログボックスは、コマンドが終了しても画面に残る。 

  （消すときは OK ボタンを押す。） 
※小数点第１位まで表示される。 
※合計が出るまで選択曲線がハイライト表示される。 
※ハイライト表示された曲線を再度クリックすることにより、未選択状態に戻せる 
 

①A をクリックすると２点間のハイライ

ト表示と距離が表示される。（A の長さ）

②続けて B をクリックすると、同じくハ

イライト表示と B の長さが表示される。

③右クリックで合計値が表示される。 
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◆角度計測 
２線間の角度を計測する。 
「ツール」→「角度計測」 

 
①角をなす線分の２本を         ②表示したい場所に    ③実行。 
  指定する。                    ドラッグして指定。 
 
※角度は小さい方が表示される。 
※選択できる線は直線のみではなく、円・曲線も可能である。円・曲線を選択した場合、 
接線ベクトルの角度が表示される。 

 
◆電卓 
  Windows の電卓機能を呼び出す。 
  「ツール」→「電卓」 
  クリックすると、Windows の電卓機能画面が表示される。 
キーボードから数字や記号を入力し、計算できる。 

                                               ＜電卓＞ 
 
◆URL 接続 
 クリックすると、インターネットに接続し、＜パタパタモードくん＞の 

Web ページを 表示することができる。 
「ツール」→「URL 接続」 
クリックするだけで、インターネット・エクスプローラーが起動し、ダイアルアップの

接続のダイアログボックスが表示される。 
「接続」ボタンを押して、接続すると、＜パタパタモードくん＞Web ページが表示され

る。 
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◆システム設定 
 さまざまなシステムの設定を行う。それぞれの項目は下記の通り。設定後 OK ボタン 

を押して決定する。 
 

 「ツール」→「システム設定」 
 
①カラーパレット                         ② モニタサイズ 

    

  
    

③プロッタ                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 

線種と、該当する色をそれぞ

れプルダウンで選択できる。

プロッタのペン番号を割り当てる 

モニタサイズを入力する 

プロッタメーカーを選択する 
グラフテックまたは武藤工業 

武藤工業の場合のみ、設定できる 

武藤工業のマーキングプロッタ

を使用する場合、チェックをいれ

ると、マーキングステージから実

寸マーカーを出力できる 



 

共通コマンド                                －41 

④マーキング 

 
 
 
 
 
 
 
 

マーキングシート出力時に、 
パーツ名を表示させる場合、 
チェックを入れる 
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●パターンメーキング 
Ⅰ．作図 
◆線 
◇四角形 
図面上に四角形を作成する。 

「作図」→「線」→「四角形」 
 

      X 方向 １００（ｍｍ） 

   ①始点の指定      ②マウスで任意の位置まで 
対角点を伸ばし、クリック 
する。または X、Y の値を 
入力し、Enter キーを押す。 

                        （右図参照） 
 
 
 
※作成された四角形の辺はそれぞれ４本の線分として描かれる。 
※Ctrl キーを押しながらドラッグすると正方形になる。その時は数値入力不可。 
 
 

横、縦の順にコンマで区切って 
入力し、Enter キーを押すと、 
入力した大きさの四角形を描く

ことができる 

100,30 

Ｙ
方
向 

３
０
（
ｍ
ｍ
）
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◆地の目（マーキングオプション利用ユーザのみ使用可能） 
パーツ上に地の目を作成する。 
「作図」→「地の目」をクリックする。 
 
パーツをクリックするとダイアログが開くので、地の目のタイプをクリックする。 
＜ダイアログボックスのイメージ＞ 

 

    例１（垂直の場合）                    例２（バイアスの場合） 
 
 
 
 
 
 
 
①１点目をクリック。  ②２点目をクリックする。                         
 
※地の目は自動的に縫代の外まで突き抜ける。 
※地の目はパーツにつく。 
※矢先の長さは「大・中・小・任意」のうちから選べる。（ビュープリント版では、「大・

中・小」の設定はできないが、「任意」を選択し、直接入力することはできる。） 
※地の目は、共通メニューにも含まれるため、縫い代付け・グレーディング・パラメトリ

ックステージでも使用できる。 
 
 

コントロールキーを押しながら引

くと水平・垂直、４５°のバイアス

に地の目をひくことができる 
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Ⅱ．修正 
◆移動／コピー 
◇移動 
 線や文字・パーツ等を移動します。 
 「修正」→「移動／コピー」→「コピー」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① マウスで対象要素をエリア指定し、移動の基準となる線上の点をクリックする。 
② A ： マウスを動かし、任意の位置をクリックし移動する 

B ： 移動量をキー入力する（X,Y 座標値） 
 ※パーツ内の文字を移動する場合は、Shift キーを押しながら、文字を選択する。 
 

①

②

33.6,20.8 100.0,50

移動量をキー入力

ドラッグ

B

A
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◇回転 
 線や文字・パーツ等を回転する。 
 「修正」→「移動／コピー」→「回転」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 対象要素の選択。選択した箇所を回転の中心とする。 
② 基準点を選択。 
③ Ａ： マウスを動かし、任意の位置でクリックして回転。 

Ｂ： 回転角度をキー入力。 
Ｃ： Ctrl キーを押しながらマウスを動かすと、４５°単位で回転。 

 
※角度は X 軸を基準として左回りに 360 度法で入力。 
 
 
 

①

回転角度をキー入力B

ドラッグA

③②

315.0

C

CTL

プラスFunction Key
で、45°単位で回転

マウス移動 A 
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● グレーディング 
◆計測 
◇点間距離 
  グレーディングした全サイズの指定した２点間の直線距離を計測する。 
  「グレーディング」→「計測」→「点間距離」 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
表示形式は 3 通り 
1. 実寸 
2. サイズ間の差 
3. マスターとの差 
 
※右クリックで、合計値を表示できる。 
※閉じるボタンをクリックするか、再度点間距離アイコンをクリックするまでダイアログ

は表示され続ける。 

①計測したい２点を 
マウスクリックする。 

②計測結果が表示 
される。 

 

表示形式の選択ボタンを

クリックすると、表示形式

を変更できる。 
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◇線長 
  グレーディングした全サイズの指定した線の実長を計測する。 
  「グレーディング」→「計測」→「線長」 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
表示形式は 3 通り 
1. 実寸 
2. サイズ間の差 
3. マスターとの差 
 
※右クリックで、合計値を表示できる。 
※閉じるボタンをクリックするか、再度線長アイコンをクリックするまでダイアログは表

示され続ける。 

①計測したい線を 
  マウスクリックする。 

②計測結果が表示 
  される。 

表示形式の選択ボタンを

クリックすると、表示形式

を変更できる。 
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◇点移動量 
  グレーディングした全サイズの指定した点の移動量を計測する。 
  「グレーディング」→「計測」→「点移動量」 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
表示形式は 2 通り 
1. 実寸 
2. サイズ間の差 
 
※閉じるボタンをクリックするか、再度点移動量アイコンをクリックするまでダイアログ

は表示され続ける。 

①計測したい点を 
  マウスクリックする。 

②計測結果が表示 
される。 

表示形式の選択ボタンを

クリックすると、表示形式

を変更できる。 
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◆表示サイズ変更 
  表示サイズを指定して変更できる。 
  「グレーディング」→「表示サイズ変更」 

 
 
 
 
 
 
※表示サイズ変更は、共通メニューにも含まれるため、パターンメイキング・縫い代付け

ステージでも使用できる。 

③チェック

を つ け る

と、縫代が

表 示 さ れ

る。 

①表示したい

サイズをクリ

ックして選択

できる。 

④表示更新ボタンを押すと、

表示が変更される。 

②ネスト（全サイズ

の重ね書き）で表示

したい場合はクリ

ックする。 
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● マーキング 
 
マーキングステージの説明 

 

 
※ マーキングステージへ移動すると、パターンビュー画面から、マーキングビュー画面に

切り替わる。 
※ ステイタスバーの項目 

（表示のみ） 
・ マーキング名 
・ 生地名 
・ 用尺 
・ 収率 

   （変更可能） 
    ・ 生地方向 
※ パターンはラインにて表示される。各サイズの色は、グレーディングで表示されている

色と同じ色である。 
 
 
 

ステイタスバー 

マーキングビュー画面 
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◆条件設定（マーキングオプション利用ユーザのみ使用可能） 
 マーキングの条件設定を行う。 
 「マーキング」→「条件設定」 

 

 
 
 
 
① はじめに上図のようなダイアログが表示されるので「新規作成」ボタン、又は「編集」

ボタンをクリックする。 
 

新規のマーキングデータを作成する 

作成したマーキングの条件を変更する 

マーキングデータを削除する 

マーキングデータが複数ある場合、 
表示したいリストを選択し、クリックすると表示が切り替わる 
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② 次に上図のダイアログが表示されるので、条件を入力し。「実行」ボタンを押す。 
※ 条件設定通りにパターンが画面上に展開される。 
 
 

 
③「閉じる」ボタンを押して、ダイアログを閉じる。 
 
 

マーキング名を入力する 

生地名、生地幅、

地の目のなど、

生地条件を設定

する 

配置するパーツにチェック

をつける 

着取り数を地

の目の方向を

指定して入力

する 

柄合わせする

場合はピッチ

を入力する 

生地条件は登

録・呼出し可能
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◆初期化（マーキングオプション利用ユーザのみ使用可能） 
 生地枠内に配置したパーツを全て配置前の状態に戻す。 
 「マーキング」→「初期化」 

 
 

 

※ 初期化すると、現在のマーキング結果は消去される。 
 
＜ダイアログのイメージ＞ 

   
◆自動配置（マーキングオプション利用ユーザのみ使用可能） 
 「条件設定」で展開したパターンを生地枠の中に自動的に配置する。 
 「マーキング」→「自動配置」 

 
実行ボタンを押すと自動配置を開始する。終了すると、用尺・収率の表示がされる。 
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＜ダイアログのイメージ＞ 

 
 
※ 画面下にも常時、用尺・収率が表示されている。（→ステイタスバー） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆削除（マーキングオプション利用ユーザのみ使用可能） 
 展開したパターンを１着分削除する。 
 「マーキング」→「削除」 
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削除したいサイズのパーツが１着分まとまって、赤で強調される。ので、「はい」を押すと 
削除される。 
 
＜ダイアログイメージ＞ 

 
 
 
◆移動（マーキングオプション利用ユーザのみ使用可能） 
 選択したパーツを移動させる。 
 「マーキング」→「移動」 

選択したパーツと同じ号数で

同じ向きのパターンがすべて

赤く強調される。 
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◆回転（マーキングオプション利用ユーザのみ使用可能） 
 選択したパーツを回転する。 
 「マーキング」→「回転」 

 

 
※ 回転の中心はパーツの重心になる。 
※ 回転後、地の目が合わない場合は注意を促すメッセージが表示される。 
※ Ctrl キーを押しながら回転すると、４５°ずつ回転する。 
 

パーツをクリックして

移動先をクリックする 

パーツをクリックして回

転方向をクリックする 
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◆マーキング結果をプリント出力する 
※ マーキング画面では印刷設定の際に、マーキング結果を出力する図枠をつけることが 

できる。 
＜マーキング図枠イメージ＞ 

 
 
※ 図枠は A4 サイズとする。 
※ パーツ名、号数はパーツ内に描かれ、その他のデータは図枠内に出力される。 
※ 印刷プレビューにて出力内容を確認することができる。 
※ 通常のパターン出力したい場合は、マーキング以外の画面に切り替えて行う。 
※ A4 用紙枠に入りきらない場合は「倍率指定」ボタンを押して、倍率を小さくする。 

     

倍率指定で 
表示倍率を 
変更する 
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●マーキングオプションの申込み方法 
 

 

① 条件設定で、新規作成や修正などをクリックすると、次のダイアログが表示されます。 
 
 

 

② OK をクリックします。 
 
 

 
③ メニューバーの「ヘルプ」→「バージョン情報」をクリックします。 
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④ ライセンス情報の更新をクリックします。 
 
 

 
⑤ 初めてご利用になる場合や、期限が切れている場合に、上記のダイアログが表示されま

すので、OK をクリックします。 
 
 

 

⑥ PC ID の枠の中に、英数字が羅列されますので、それを選択してコピーし、メールに貼

り付けて、ジェイシーシステムに送信してください。 
 
 
⑦ ジェイシーシステムよりパスワードが届きましたら、パスワードの枠の中に入れて、OK

をクリックすると、オプション機能が使えるようになります。 


